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主催  (一財)自治体国際化協会 

令和 7 年度 担い手連携促進研修会（現地研修） 

 

「- 関心の輪を広げよう –  

言葉や文化をこえてつながる社会へ」 

実施報告書 
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1. 開催趣旨 

在留外国人が増加傾向にある中で、多文化共生の推進に向けて、関係者の連携・協働が求め

られていることから、地域で多文化共生に取り組む方々のスキルアップや連携強化を図り、共

に地域社会の一員として暮らしていくことを目的とした研修会を開催した。 

この研修会では、佐賀県の多文化共生の取組事例を紹介し、３人のパネリストによる事例紹

介の後、パネルディスカッションやグループワークを通じて、関心を広げるための効果的なアプ

ローチや、参加を促すための工夫について議論した。 

 

2. 実施概要 

主 催：一般財団法人 自治体国際化協会 

日 時：令和８年 1 月 13 日（火）13:30～17:00 

会 場：佐賀県庁 

参加者：42 名 

 

3. プログラム 

「- 関心の輪を広げよう - 言葉や文化をこえてつながる社会へ」 

時間 所要 内容 

13：30－13：35 5 ≪開会挨拶≫ 

（一財）自治体国際化協会 多文化共生部長 藤ノ木 大祐 

 

13：35－14：05 30 ≪佐賀県の多文化共生の取組について≫ 

佐賀県地域交流部多文化共生さが推進課 係長 

江頭 里子 氏 

 

14：05－15：25 80 ≪パネルディスカッション≫ 

ファシリテーター 

 佐賀県地域交流部多文化共生さが推進課/ 

 多文化社会コーディネーター 北御門 織絵 氏 

 パネリスト 

   公益財団法人佐賀県国際交流協会 北村 浩 氏 

   嬉野市観光商工課 ドミニク・ジェンキンス 氏 

   武雄市男女参画・市民協働課 古賀 浩紀 氏 

 

15：25－15：35 10 休憩 

15：35－16：55 80 ≪グループワーク/総括≫ 

16：55－17：00 5 事務連絡 
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4. 実施結果 

佐賀県地域交流部多文化共生さが推進課 係長 江頭里子氏により、佐賀県の多文化共生の

取り組み全般について発表が行われた後、同課 多文化社会コーディネーター 北御門織絵氏

をファシリテーターにパネルディスカッションが行われた。冒頭ではパネリストの(公財)佐賀県

国際交流協会 北村浩氏より「Sagan World Cup」、嬉野市観光商工課 ドミニク・ジェンキン

ス氏より「日本語教室カフェこくさいじん」、武雄市男女参画・市民協働課 古賀浩紀氏より「武

雄市多文化共生タウンミーティング」の取り組みが紹介され、活動を行う上での工夫や苦労話

を交えながら意見交換が行われた。 

グループワークでは、各自で考えた「関心の輪を広げたい相手」をグループ内で共有し、その

相手にアプローチしていくためにはどんな方法や、工夫があるか、というテーマに沿って、活発

に意見交換が行われた。総括においては、担当者の熱意が重要であることをはじめ、地域の資

源を活かすことや、外国人を過度に特別視しない姿勢が重要であることが指摘された。 

参加者へのアンケートからは、佐賀県では県の指針に基づき、担当部署だけでなく庁内で広

く多文化共生が推進されている様子や、県と国際交流協会が緊密に連携し、着実に共生社会

づくりを進める様子が伝わったことが窺える。加えて、経験の有無にかかわらず、住民目線で

周囲の関係者とともにチャレンジすることに感銘を受けたとの声もいただいた。本研修の成果

を、今後の各団体の施策や活動の充実に活かすことが期待される。 

 

5. 参加者の声（要旨） 

・佐賀県として、外国籍住民や地域を見据えた活動の柱がしっかりとあり、そこに向けた具体的

な業務がひとつひとつ、きちんと成果を出していっていることが素晴らしいと思います。 

・行政のみならず、関係団体も含め、県全体で多文化共生を推進していくという思いが強く感

じられ、本市において、今後推進していく将来像が伺えました。 

・地域の資源や人を巻き込んで一緒に楽しみながら推進をされていて、『関心の輪』の広げ方

が参考になりました。 

・テーマはそれぞれでも、「多文化共生をどう地域に根付かせていくか」の根本や、想いは皆さ

ん一緒なのだなと志の部分に共感することが多くありました。小さな力が集まれば大きな力に

なるので、地道に地域と関わり、根を広げていきたいと感じました。 

・パネルディスカッションは、３つの異なる立場の方々で構成していただいたおかげで、県内に

おいて多様な取り組みを展開されていることがよく理解できました。経験の有無にかかわらず、

「住民目線・周囲の関係者とともに・恐れずチャレンジ」されていることに感銘を受けました。 

・何とかしたいという一方向の理想やその思いばかりでなく、関係者や外国人と一緒に楽しみ

ながら、双方向にその思いを通わせながら、関心の輪は広がっていくものであると、大きなヒ

ントを得ることができました。貴重な機会をありがとうございました。 
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研修会の様子 

 

 

 

 

以上 


